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W41b MAXI/SSCのデータ公開について
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国際宇宙ステーションに搭載されたＸ線全天監視装置 MAXI は、 2009年 8月に観測を開始した。SSCは 90
分で地球を一周する宇宙ステーションの動きを利用して 0.5∼12keV のエネルギー帯域を全天モニターする。SSC
は ISSが夜の時を中心に観測を進めており、一日あたりの検出感度は 50mCrab (5σ)程度である。
観測開始から、一年近くたった現在では 50を超えるソースが検出できている。Cygnus LoopやVela SNRなど

2keV以下のエミッションが強い天体に加え、X線連星などの時間変動もとらえている。また、2010年夏からは、
理化学研究所のMAXIホームページより、既知の天体に関して SSCが取得したライトカーブ等のデータ公開を
予定している。本講演ではデータ公開システムの概要と観測データのサンプルを紹介する。


